
 ＪＲ総連をはじめ、各地本参加のもと春闘セミナーを開催

しました。冒頭、山口委員長から「自らの立ち位置を明確に

した上で春闘に臨んでいこう」と挨拶がありました。 

東京新聞経済部編集委員の久原穏さんから「働き方改革と

春闘」と題してご講演をいただき、そもそも働き方改革は経

営側にとって都合のいいようにできていることを学びまし

た。また、子や孫の世代のためにもおかしいと思った時に声

を上げることや行動することの大切さを感じました。 

最後に、加藤書記長からまとめとして「今後、どのような

職場実態になってしまうのか、実感やイメージをどう持つの

か、先見性を持って組合員と議論していくことが大事である」

とありました。 
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